
A永遠の出会い
　すべては出会いから始まりました。1995年4月、宇都
宮に来て在宅医として活動を始めた私を、あちこちに紹介
をしてくれた人たちがいます。こうして宝物のような仲間
が増えました。2001年9月、アメリカで同時多発テロに
遭遇したことが契機となり、
2002年5月、ひばりクリニ
ックを開設します。ろまんち
っく村で皆さんに祝っていた
だいた開所式は懐かしい思い
出です。2004年7月、思い
を伝えるツール「ひばりクリ
ニック通信テレマカシー」第
1号（略・ひ1）の発行が始ま
りました。

Aうりずん黎明期
　2006年10月、人工呼吸
器をつけた子どもの暮らしの
厳しい現状を見て、やるしかないと日中の預かりを決意し
ます（ひ11）。在宅医療助成勇美記念財団の助成金を得て、
研究事業「Ｔ-プロジェクト」を実施。これを受けて宇都宮
市が日中一時支援の制度を創設、2008年6月にひばりク
リニック内にうりずんが産声をあげました（ひ17）。皆さん
の熱意がかたちになった瞬間でした。

A震災とうりぼうの活動
　2011年3月、東日本大震災で停電が問題となった際、
うりずんには自家発電装置がありませんでした。通信の読
者であった吉川かおりさん（現・うりずん理事、写真）を中

心に、支援団体「うりぼう」が結成され、発電機と修学旅
行に行く高校生のために看護師派遣費用をご支援いただき
ました（ひ29）。うりずんの経営基盤が弱かったことから、
うりぼうは発展的に解消して、ＮＰＯ法人うりずんを設立し
ました（ひ30）。

A支援者の広がり
　認定ＮＰＯ法人の要件に、3,000円以上の寄付を100人
以上の方からいただく必要がありました。本当に多くの
方々が、通信と申込用紙を持って知り合いや地域を回って
下さいました。こうしてうりずんは法人設立からわずか
2年で認定ＮＰＯになりました（う9）。うりずんは、皆さん
のご支援のお蔭で運営ができています。

A地域との交流
　作品を下さる、お花を持っ
てきて下さる、散歩する子ど
もたちに声をかけて下さる、
動物園に招待して下さる、ゆ
いま～る学習会に参加して下
さる、イベントの応援をして
下さるなど、さまざまなかた
ちで地域との交流が広がって
います。直接きていただけな
くても、医療的ケア児が地域
にいることを知り、子どもと
家族の暮らしに関心を持って
下さることも力になります。

Aさらに、仲間を増やしたい
　医療的ケア児は少数派です。関心を持つ人も少なく、我が
子が医療的ケア児になってはじめて、厳しい現状が迫ります。
母親はほとんど仕事復帰ができず、人工呼吸器をつけた子
どもは通学すると親の同伴を求められます。ぜひ、関心のあ
る仲間を増やしたいのです。知り合いに語ってください。事
務局にお申しつけいただければ、うりずんサポーター勧誘セ
ット（通信、パンフレット、振込用紙）をお送りいたします。
　こころから応援して下さっている皆さんがあって、今が
あります。今後ともよろしくお願い申し上げます。

うりずんの想いうりずんの想い

うりずん通信・テレマカシーうりずん通信・テレマカシー

認定特定非営利活動法人「うりずん」からの便り

うりずんとは…「潤う」と水が土にしみとおる「染む」からなる言葉で、沖縄の若夏をあらわします。さわやかな南風が吹き、野山は緑にあふれます。
　　　　　　　 うりずんのようにやさしい風に包まれて、ゆったりとした時間を過ごしていただきたいという思いから名付けられました。
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私たちの住む地域のどこかで、
重い障がいを抱えた子どもたちと
24時間その子どもを介護している家族が暮らしています。
うりずんは、 子どもたちが友だちと楽しく遊び、
両親は介護から離れひと休みできる場所です。
障がいを持った子どもと家族に
「普通」に暮らすことができる社会を目指しています。

＊通信のバックナンバーは、https://www.npourizn.org/資料箱/うりずん通信-テレマカシー/をご参照下さい。

（左より）原澤副理事長、仲村監事、吉川理事、髙橋理事長、
　吉岡理事、柚﨑理事、秋山理事、関口理事

時を
超えて、支え

て下さる皆さんへ

認定特定非営利活動法人うりずん
　　　 　理事長　髙 橋 昭 彦

暑中お見舞い申し上げます
  いつもご支援いただきありがとうございます

  暑さが続きますのでどうかご自愛ください
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宇都宮聖ヨハネ教会全景と幼稚園

コンサート当日

礼拝堂

宇都宮聖ヨハネ教会とは…
宇都宮聖ヨハネ教会は、英国国教会系で（聖路加
国際病院や立教大学も同じ系列）1891年に宣教
が始まり、現在の礼拝堂は1933年に建築されま
した。併設の愛隣幼稚園は、1912年栃木県で2
番目に出来た幼稚園でうりずんのご利用者も卒園
されています。教会にある聖歌隊（クワイヤーア
イノス）は、1993年に結成され礼拝での奉唱や
チャリティーコンサートを行っています。

　うりずんがここに存在し、毎日の事業を行えるのは、支援者の皆様
のお力添えがあってのことです。今回はチャリティーコンサートを通
して長年支援をいただいている宇都宮聖ヨハネ教会様を訪問し、うり
ずんとのかかわりや想いなどを牧師補であり聖歌隊隊長でもある越智
容子様にうかがってきました。

Q

A

うりずんを知ったきっかけはどのようなことでしたか？
髙橋理事長が病院勤務時代から聖歌隊に参加されていて、うりずんの開設
について話しを聞いたことがきっかけです。

Q

A

どうしてうりずんを支援しようと思ったのですか？
これまで聖歌隊の音楽を通して様々な所へチャリティーをしてきました。そ
して地域でがんばっている施設へ支援をしたいと思った時に、うりずんを思

い出しました。障がいを抱えたお子さんを育てているご家族が大変な思いをされ
ていること、また、そのご家族を支えようとしているうりずんの働きに共感して
支援先に決めました。

Q

A

うりずんにどのような想いをお持ちですか？
チャリティーコンサートにうりずんのお子さんたちが聴きにきてくださった
時、お子さんたちが音楽を感じている様子を見て感動しました。その姿に教

えていただいたことが多くあります。そして、音楽を通して会場にいたみなさん
と触れ合い、分かち合い一体となることができたあたたかい時間だったと思いま
す。また、うりずんへ訪問した時に、施設やスタッフのあたたかな雰囲気があり
ました。全国にこのような施設がたくさんできたらいいのにな･･･と思います。

Q

A

これからの活動としては？
音楽は、心と心でつながれるツールだ
と思います。教会でのコンサートだけ
でなく、施設へ訪問をしてお子さんた
ちに歌を聴いていただくことができた
らいいな･･･と考えています。

ありがとうございました。今後とも素敵な
音楽を楽しみにしております。（宇賀神智子）

静かに弾ける小さな火花が
微かに照らしたあなたの姿

こよりの先から落ちてゆく
光を見送り
「終わっちゃったね…」

そう呟いたあなたの顔は
どこか少し寂しくて

　　俯く視線は何を思うの？

　　　　何も言えずに過ぎる夜

夏の終わり、隣の君に    

KOMAY

　今回は、はりゆん（児童発達支援）をご利用されて
いる、田島菜々子ちゃんのご両親が営まれている「楽
日すし　七草」さんの紹介です。
　七草さんは、アルコールの種類が多くあり特に日本
酒は珍しいものもあるようです。今回私はノンアルコー
ルを頂きましたが、種類が豊富でお酒が飲めない方

も楽しめます。お料理は、お寿
司はもちろん！お刺身、焼き物、
お肉料理などなど、器も素敵で
どれも本当に美味しいです！！
　カウンターの中から聞こえる
笑顔がキュートなお母さまと、
黙 と々お仕事をされるお父さま
との会話がとても楽しかったで
す。
　週末にお邪魔する時は予約を
入れたほうが間違いないと思い
ます！リピーターになることも間違いなし！ 皆さんも
是非足を運んでみてください！　　　　　（豊田紀子）

楽日すし 七草

鹿沼市下田町1-1041
☎ 0289-74-5970
【営業時間】17時から23時
【定休日】月曜日　【駐車場】8台 にぎりは最高です！

▲器も涼しげなオリジナル料理

粋なお店の雰囲気

地域に支えられてⅠ
宇都宮聖ヨハネ教会
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月というのに暑い日が続き、バテ気味の

毎日ですが、皆様いかがお過ごしでしょ

うか。

　先日土曜、天気が良かったため、子どもたち

と一緒に宇都宮美術館に行ってきました。

　館内入口の前で写真を「パシャ☆」。みんな素

敵な表情でした。中の作品をじっと鑑賞したり、

外の原っぱで賑やか遊んだりと、みんなで一日

楽しく過ごしました。

業所の近くには、宇都宮動物園や道の駅

うつのみやろまんちっく村等、外出スポ

ットが沢山あります。

　室内でゆっくり過ごすのも良いですが、体調

や天候と相談しながらのお出かけもまた、気分

転換になり、楽しみの一つになるかなと思いま

した。何よりも、外出先で子どもたちのステキ

な笑顔を見れるのが本当に楽しみです！　

　これから夏本番で蒸し暑い季節が続くかと思

いますが、皆様どうか、お身体に気を付けてお

過ごし下さい。

7

事

介護士　阿部拓実

●平成29年4月～6月のご利用状況　　（人）
4月
71

5月
83

6月
78

合 計
232

＊ いずれも延べご利用人数です

●平成29年4月～6月のご来所状況　  （人）

見　学　者
ボランティア
計

4月
20
10
30

5月
21
16
37

6月
12
26
38

合 計
53
52
105

●現在の登録状況……… 49名（6月30日現在）

日中一時支援事業

●現在の登録状況……… 18名（6月30日現在）
居宅介護事業

●現在の登録状況……… 13名（6月30日現在）
移動支援事業

※ 詳細につきましては、認定ＮＰＯ法人うりずんHP
「事業所案内　活動報告」をご参照ください。

＊ 児童発達支援 ……………………… 11名
＊ 放課後等デイサービス …………… 18名

●現在の登録状況（6月30日現在）

児童発達支援・放課後等デイサービス事業
●平成29年4月～6月のご利用状況　　（人）

児童発達支援
放課後等デイサービス

4月
69
82

5月
73
101

6月
85
107

合 計
227
290

＊ いずれも延べご利用人数です

●現在の登録状況　1名（6月30日現在）

居宅訪問型保育事業
●平成29年4月～6月のご利用状況　　（人）
4月
20

5月
17

6月
15

合 計
52

＊ いずれも延べご利用人数です

見学・ボランティア等ご来所者数

　　
名前：塙 隆之くん（タカボー）
学年・年齢：のざわ特別支援学校 高等部 1年 15歳
好 きなこと：・いろんな所を手でた
  たいて”トントン“と音を出すこと
・ 美味しい物を食べること（好物 /ね
ぎとろ、いくら、プリン、その他い
っぱい）嫌いなものはありません！
嫌 いなこと：耳の穴を触れられること
う りずんってどんなところ？：
　楽しいところ
メ ッセージ：スタッフのみなさんが
とても元気で明るく接していただ
けるので安心して子供をお願いで
きます。これからもよろしくお願
いします。

名前：丹波美琴ちゃん（みこちゃん）　学年・年齢：5歳
好 きなこと：叩く楽器、浮遊感を感じる事
嫌 いなこと：無音のひとりぼっち
う りずんって
どんなところ？：
　楽しく成長出来る所
メ ッセージ：親子共々いろ
んな体験、経験をさせて
頂いて感謝です。 スタ
ッフの方々、まだまだ甘
えん坊のみこちゃんを
よろしくお願いします。

　　
うりずんの仲間たち

うりずん日記うりずん日記

ご家族に伺いました♪

宇都宮美術館で
全員集合 !!

お豆さんの収穫

外に行けなくても
みんなでブランコ
楽しめます♪

ろまんちっく村でのお買い物

日光街道をお散歩
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　「うりずん通信・テレマカシー」は年４回の発行
となります。一回の発行費用に、印刷・郵送代な
どで20万円ほど必要となります。そこで、広告
代として通信発行を支援していただける協賛企業
様を一口１万円で募集い
たします。
　次号掲載のご希望の方
は、9月中旬までにNPO
法人うりずんまでご連絡
ください。皆様方のご協
賛・ご支援を宜しくお願
い申し上げます。

ＮＰＯ法人うりずんでは
通信発行をご支援してくださる

協賛企業様を随時募集しております。

協賛企業様

キープキャリエール

あなたのキャリアにエールを

＜事業内容＞
　医療的ケアが必要な子どものレスパイトケア、ホームヘルプ、
児童発達支援、放課後等デイサービス、訪問看護など。
　詳細はうりずんまでお問い合わせください。
スタッフ一同、心よりお待ちしております。

☎ 028-601-7733（日・祝祭日はお休みです）連絡先

スタッ
フ募集

子ども達の笑顔に癒される毎日です！私たちと一緒に
笑顔いっぱいの新うりずんを作りませんか？

ボランテ
ィア

も大募集
していま

す！

うりずんでは、職員（常勤・非常勤）を

募集しています！
＜募集職種＞
看護師・介護福祉士・ヘルパー・理学療法
士・作業療法士・言語聴覚士・保育士・相
談支援専門員等。（相談支援専門員は障が
い支援分野での相談支援業務経験者のみ）

　障がい福祉分野を経験された方やこれか
ら経験したい方で、うりずんの事業に関心
のある方、新事業立ち上げに興味のある方
…是非うりずんで一緒に働きませんか！

　おかげさまで平成28年度も黒字決算となりました。（詳細は別表をご覧ください）

　一方、収入から寄付金を除いた「事業収入」（行政等からの介護事業給付金等）だけでは赤字となっています。これは、利用者へ安心

と安全を提供するためには「手厚い人員配置が欠かせない」と考えるうりずんの支援方針に対して、重い障がいを持つ子どもと家族を

支える行政等の給付制度が不十分、という現状からくる構

造的な課題と言えます。

　このような状況にも関わらず、うりずんは2012年の

NPO法人化以来、毎年黒字決算となっています。皆様か

らのご支援（賛助会費、寄付）のおかげです。心より感謝

申し上げます。

　うりずんの運営は皆様のご支援に支えられています。引

き続き、障がいがある人もない人も共に助けあえる社会の

実現を目指すうりずんの活動をご支援くださいますよう、

お願い申し上げます。

                          （報告者／我妻英司・うりずん事務局長）

※ 昨年度は、延べ898名の皆様から目標の1,000万円を超える
12,249,175円のご支援をいただきました。
　心より感謝申し上げます。

◆平成28年度決算報告
みなさまのご支援がうりずんを支えています！

経常収入 （総収入額） （寄付なし）

　事業収入 60,474,648 60,474,648

　助成金 4,120,350 4,120,350

　賛助会費・寄付金 12,249,175 0

　その他 142,685 142,685

合　　計 76,986,858 64,737,683

経常支出

　事業費 65,285,687 65,285,687

　（うち人件費） （50,900,635） （50,900.635）

　管理費 2,548,510 2,548,510

合　　計 67,834,197 67,834,197

収支差額 9,152,661 －3,096,514

（総収入額） （寄付なし）

26,059,870 26,059,870

1,870,000 1,870,000

22,191,866 0

141,787 141,787

50,263,523 28,071,657

37,323,394 37,323,394

（26,162,364） （26,162,364）

2,051,490 2,051,490

39,374,884 39,374,884

10,888,639 －11,303,227

平成 28年度 平成 27年度

うりずん　平成28年度決算報告（別表）

寄付がないと赤字に……

ご寄贈いただきました。
※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
す
べ
て
掲
載
で
き
ず
、

　

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

ご寄贈いただける方はうりずんまでご連絡下さい。
（☎028-601-7733　メール：urizn@hibari-clinic.com）
なお、たくさんの方からご連絡いただけました際には、
使用頻度や収納スペースの関係で、全てのものを受け取
ることができない可能性がありますことを、予めご了承
いただけますと幸いです。

山本秀夫様よりアップライトピアノ

▲大成　楽様
（福岡県福岡市）
よりパステル画

ＮＰＯ法人咲くらん坊
星ゆき子様より子供用遊具 ▼

たくさんの方から、ご寄贈品をいただきました。
ご支援いただきました皆様に、心より感謝申し上げます。

ご寄贈のお願い

◆遊びや活動で使用するもの
　ハンモック（室外用）、クッション積み木　等

皆様のお手元にお譲りいただけるものがありま
したら、ご寄贈いただけますと活動に広がりが
出ます。よろしくお願い申し上げます。
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　　　　　市瀬　俊子 　　　　　清水　康子 　　　　　橋本　正行 　　　　　大久保　隆 　　　　　趙　　達来 水戸市　　平澤　明美 　イエス･キリスト･コミュニティ教会
　印西ウィングヒルチャペル

　　　　　吉岡　　毅

　　　　　入江　政子 　　　　　下泉　秀夫 　　　　　橋本　道子 　　　　　大橋　康宏 　　　　　本多　正徳 群馬県 　　　　　新田　文恵

　　　　　臼井　佳子 　　　　　白井　久子 　　　　　羽石　洋子 　　　　　加藤　浩治 　　　　　村上　八郎 高崎市　　重田　　誠 東京都 藤沢市　　平元　詢二

　宇都宮90ロータリークラブ 　　　　　白石　洋子 　　　　㈱ハーモニー 　　　　　川味　マキ 下野市　　石川由紀子 　　　　　鈴木　　隆 杉並区　　秋山　をね 横須賀市　㈲ヒロ薬局

　　　　　江川　　昭 　　　　　助川　　勉  ㈱パワーホットメディカル 　　　　　鈴木　法子 　　　　　小島　好子 　　　　　松島　　宏 江東区　　堀田　聰子 新潟県

　　　　　大登　民枝 　　　　　須田　啓一 　　　　　半田　　孝 　　　　　畠山　由美 　　　　　本間　洋子 太田市　　時澤　桂子 港区　　　酒井三貴子 南魚沼市　内納　静子

　　　　　粕谷　明弘 　　　　　関口　清美  　　　  ピノキオの会 　　　　　矢野　一雄 小山市　　大山　千加 埼玉県 中央区　　松田　京平 滋賀県

　　　　　金子　洋子 　　　　　関根　直久 　　　　　平野　浩視 　　　　　山口健太郎 栃木市　　岡泉ゆみ子 さいたま市　宮谷　博幸 目黒区　　石川　憲彦 大津市　　藤田　義嗣

　　　　　神谷　賢志 　　　　　五月女浩之 　　　　　福田　　勤 　　　　　山﨑　久子 　　　　　鮎田美智子 入間市　　山口　礼子 世田谷区　大瀧　　潮 大阪府

 企業組合とちぎ労働福祉事業団 　　　　　高野　博子 　　　　　古橋　佳史 　　　　　吉新　春久 　　　　　金坂　直仁 川口市　　齋藤　喜作 　　　　　上原　靖之 大阪市　　吉川かおり

　　　　　㈱　共　栄 　　　　　髙橋　信義 　　　　　武藤　高茂 さくら市　加藤　幸子 足利市　　椎原　弘章 　　　　　髙橋　　潤 練馬区　　櫻林郁之介 兵庫県

　　　　　黒崎　史果 　　　　　高松　祐一 　　　　　村井　邦彦 　　　　　加藤　朋子 上三川町　海老原花子 千葉県 台東区　　青木　大祐 神戸市

　　　　　黒﨑由美子 　　　　　田村　嘉應 　　　　　村田　光敏 　　　　　君嶋　福芳 高根沢町　飯山　啓子 千葉市　　 小金井市　竹宮　健司 　NPO法人こどもコミュニティケア

　　　　　駒場　哲子 　　　　　塚本　明子 　　　　　谷田貝　香 大田原市　渡邊　　学 　　　　　佐藤　正行 　ヴィセンテ　伊藤美由紀 多摩市　　楠本　郁子 鳥取県

　　　　　近藤　貴子 　　　　　床井　忠夫 　　　　　山越　篤子 那須塩原市　児玉　幸弘 塩谷町　小野崎千鶴子 　　　　　北地久美子 町田市　　横手　貴子 米子市　　前垣　義弘
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ご寄付　2,557,129円をいただきました。ご支援ありがとうございました。

■団体賛助会員　（総数105団体）中、25団体が入会・更新くださいました。

NPO法人うりずん寄付者名簿（敬称略） 平成29年4月1日～平成29年6月30日（到着分）

　重症障がい児者と家族への支援は緊急を要します。しかし行政の財政補助
等は限られており、うりずんが支援活動を続けていくためには、皆様からの
ご支援がほんとうに必要です。今後ともご支援くださいますようお願い申し
上げます。

○賛助会員のお申し込みの場合
　個人年会費（　3,000 円）
　団体年会費（10,000 円）　のどちらかを選択してください
【各種振込先のご案内】
　振込みは、ゆうちょ銀行の専用口座へお願いします。
　（誠に恐縮ですが、手数料は別途ご負担をお願い申し上げます）

＜ゆうちょ銀行からのお振込み＞
　口座番号：00110-4-441471　　口座名：特定非営利活動法人うりずん
＜ゆうちょ銀行以外からのお振込み＞
　〇一九店（ゼロイチキュウ店）　当座：0441471
【オンライン寄付】
　うりずんのホームページ（http://www.npourizn.org/）からもご寄付と
賛助会員のオンライン決済ができます。（ビザかマスターカードに限ります）
【寄付金額の最大 50％が税金から戻ってきます !】
　「うりずん」は「認定NPO法人」のため、うりずんへの寄付と賛助会費には
確定申告の際、税制上の優遇措置が受けられます。（手続きについては、最寄
の税務署等にお問合せください）

ご
支
援
の
お
願
い

■個人賛助会員　（総数850名）中、146名の方が入会・更新くださいました（うち匿名24名）

■一般寄付者　延べ148名（うち匿名希望28名）

栃木県 宇都宮市　近藤　貴子 宇都宮市　塚本　明子 宇都宮市　渡辺　照美 那須塩原市　児玉　幸弘 茂木町　　高津戸英男 市川市　　東郷　晴代 藤沢市　　吉原　美貴

宇都宮市　青木　秀子 　　　　　坂本　士郎 　　　　　戸村　仁美 鹿沼市　　柴田　由香 　　　　　早乙女正次 壬生町　　君島　充宣 東京都 　　　　　平元　詢二

　　　　　天知　　稔 　　　　　坂本多香恵 　　　　　中村　京子 　　　　　高村　　博 那須烏山市　加瀬　元彦 　　　　　米内　美代 新宿区　　秋山　正子 大和市　　新田　文恵

　　　　　生野　裕子 　　　　　佐久間孝子 　　　　　直井　　茂 　　　　　倉松　俊弘 　　　　　佐藤　智子 岩手県 　　　　　秋山　央子 岐阜県

　　　　　市瀬　俊子 　　　　　櫻井　則子 　　　　　西岡　　隆 日光市　　阿部　　博 真岡市　　本多　正徳 盛岡市　　菅野　寿枝 港区　　　酒井三貴子 岐阜市　　久保田芳則

　　　　　入江　政子 　　　　　里村　泰行 　　　　　橋本　正行 　　　　　大嶋　洋子 下野市　　本間　洋子 茨城県 渋谷区　　東尾　愛子 滋賀県

　　　　　入倉　光男 　　　　　清水　武彦 　　　　　橋本　道子 　　　　　小貫美砂恵 小山市　　青野　浩子 水戸市　　平澤　明美 板橋区　　桜井　敏子 大津市　　藤田　義嗣

　　　　　臼井　佳子 　　　　　清水　康子 　　　　　羽石　洋子 　　　　　須佐　佳子 　　　　　栗本　孝雄 古河市　　植竹　　忠 北区　　　篠崎とし子 兵庫県

　　　　　岡部　昇子 　　　　　下泉　秀夫 　　　　　半田　　孝 　　　　　鈴木　法子 　　　　　佐野　光司 結城市　　渡邉　　勇 練馬区　　高久　史麿 西宮市　　熊野　公子

　　　　　粕谷　明弘 　　　　　白石　洋子 　　　　　比企　洋子 　　　　　畠山　由美 栃木市　　鮎田美智子 群馬県 世田谷区　大瀧　　潮 岡山県

　　　　　金子　洋子 　　　　　須田　啓一 　　　　　増子　孝徳 　　　　　山﨑　久子 　　　　　石河　不砂 前橋市　　岡本　峰子 足立区　　玄　　順烈 岡山市　　髙橋　索真

　　　　　神谷　賢志 　　　　　関端　榮子 　　　　　御子貝荒江 　　　　　吉新　春久 　　　　　大澤　光司 高崎市　　松島　　宏 八王子市　大村　　茂 長崎県

　　　　　亀野歌奈子 　　　　　五月女浩之 　　　　　三品　朋子 さくら市　加藤　幸子 上三川町　入江　成子 太田市　　時澤　桂子 小金井市　竹宮　健司 時津町　　下村千枝子

　　　　　鴨志田好子 　　　　　高木登茂子 　　　　　村田　弘子 　　　　　君嶋　福芳 　　　　　野沢貴美子 埼玉県 東大和市　大塚　孝司 宮崎県

　　　　　倉橋さゆみ 　　　　　髙橋　信義 　　　　　村田　昌子 　　　　　関　ヨシ子 高根沢町　佐藤　正行 入間市　　山口　礼子 　　　　　下川　和洋 高千穂町　佐藤　多美

　　　　　黒崎　史果 　　　　　高松　祐一 　　　　　村田　隆一 矢板市　　石川真由美 塩谷町　小野崎千鶴子 川口市　　髙橋　　潤 国分寺市　広瀬　文子 日南市　　池田　輔昭

　　　　　小荷田忠幸 　　　　　田村　雅子 　　　　　山越　篤子 那須塩原市　阿久津典子 　　　　　坂巻　美和 越谷市　　豊田三枝子 神奈川県

　　　　　小林久美子 　　　　　多門　　孝 　　　　　横松　　晃 　　　　　飯島　惠子 那珂川町　久保寺美智男 千葉県 横浜市　　本塚　幸雄

栃木県 宇都宮市　小規模多機能型居宅介護事業所　はるかぜ 東京都

宇都宮市　（有）アーバンエルシー 小山市　　医療法人なないろ小山メンタルクリニック 中野区　　（株）ひつじ企画

　　　　　宇都宮動物園 　　　　　よつ葉生活協同組合 山梨県

　　　　　遠藤小児科医院 日光市　　NPO法人　毎日クリスマス 昭和町　　医療法人健輝会　げんきキッズクリニック

　　　　　荻原会計事務所 　　　　　NPO法人　和音　いのくら児童クラブ 滋賀県

　　　　　（株）キープキャリエール 宮城県 長浜市　　医療法人　布施クリニック

　　　　　（株）共栄 大崎市　　医療法人心の郷　穂波の郷クリニック 大阪府

　　　　　社会福祉法人　晃丘会　ひばり 群馬県 堺市　　　かがやきクリニック

　　　　　手塚耳鼻咽喉科　　 沼田市　　医療法人大誠会　内田病院 福岡県

　　　　　栃木トヨタ整備（株） 高崎市　　医療法人重田こどもアレルギークリニック　 久留米市　医療法人　福田こどもクリニック

　　　　　公益社団法人栃木県看護協会 千葉県

　　　　　冨塚メディカルクリニック 千葉市　　社会福祉法人　りべるたす
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♥ 皆さま はじめまして。6月2日から、お世話に
なっております、看護師の金澤知子 (かなざわ・
ともこ)です。すばらしいご縁を頂き、うりずん
でお仕事させて頂けますこと、感謝申し上げます。
お子さまにとっても、ご家族の皆さまにとっても、
安心安全で楽しくご利用頂けますように、励みた
いと思います。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

♥ はじめまして。6月13日からお世話になってお
ります保育士の平石牧子（ひらいし・まきこ）です。
以前は幼稚園で14年間勤務しておりました。歌
や手遊び、季節の制作活動、体操やふれあい遊び
など沢山の遊びを通してお子様が心から楽しみ笑
顔になれる保育を心掛けていきたいと思っており
ます。よろしくお願いいたします。

【退職職員】言語聴覚士・伊澤雅子（4月）、保育士・磯　綾（6月）、
　　　　　それぞれ退職いたしましたことをご報告いたします。

金澤知子

平石牧子

編
集
後
記

編
集
後
記

●● 新しいスタッフの紹介 ●●

　今年はＮＰＯ法人障がい者福祉推進ネットちえのわ、ＮＰＯ法人だいじょうぶ、ＮＰＯ法
人サバイバルネット・ライフ、ボランティアグループ　わおん、とちぎ地域生活サポート研
究会の皆様とＮＰＯ法人うりずんで実行委員会を作り、開催準備を進めております。
　舞台発表として地元晃陽中学校吹奏楽部・国際医療福祉大学ダンス部（I.D.C）の皆様にご出演いただくほか、とちまる
くんも遊びにきてくれる予定です！　皆様、秋の一日、うりずんに是非お越しください。

「ふれあいまつり ＩＮ うりずん」開催決定!!

　今年で4回目となるDreamnight at the Zoo。年々参加人数が増えて、今年は、ご
利用者様ご家族様含め127名でした！！今回は例年の催しものに加え、花火もありました。
手持ち花火ができるご利用者様やきょうだいたちが、手持ち花火を嬉しそうに行ってお

られたのがとても印象的でした。ご利用者様から、「カレーが美味し
くて、ついたくさん食べてしまった！！」と嬉しい言葉をいただき、ア
ンケートには、「昨年まで動物に触ることができなかった子どもが、
今年は触れました！」と書いてあり、行事を通して子どもたちの成長
を喜ぶご両親の声もありました。
　なかなか外出が難しいご家族が多いので、この行事で動物園に出かける機会があること
はとても大切だと、改めて感じました。宇都宮動物園の皆様、当日のボランティアの皆様に
心より御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤英治）

ポニーさんゆっくりね

花
火
☆
☆

楽しいzooの記念に

今年もDreamnight at the Zooでたくさんの笑顔に出会いました。

ほら、
ふわふわだね

9月9日（土）
１１:３０～１５:３０
（於：うりずん）

平成29年10月22日（日）
10：00～16：00（受付9：30～）

　　　「みんなで考えよう！
　　　　　 医療的ケア児の楽ラク暮らし」

日本財団助成「地域連携ハブ拠点のモデルづくり」事業

副島賢和氏、伊藤亮子氏、田添敦孝氏講 師

宇都宮共和大学　長坂キャンパス５号館　501大講義室会 場

テーマ

 定員 150名

参加費1,000円
※弁当付き


